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各 位 

会 社 名 株式会社ウイルコホールディングス 

代表者名 代表取締役社⾧ 松浦 昌宏 

（コード：7831 スタンダード市場） 

問合せ先 取締役 鈴木 正守 

（TEL．076-277-9811（代表）） 

 

（訂正）事業の継続性・収益性に関する改善に向けた取組みについて 

 

 当社が、2026 年２月 24 日 15 時 30 分に公表した「事業の継続性・収益性に関する改善に向け

た取組みについて」について訂正がありましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．訂正箇所 

 開示資料 ９ページ 

  企業理念とグループ体制 笹岡薬品通販の説明 

    

２．訂正事項 

  笹岡薬品通販株式会社は当社が 2021 年に笹岡薬品株式会社から取得した子会社であります 

 が、婦人薬「命の母」は笹岡薬品株式会社が製造、他社が独占販売しております。 

  本記載は、笹岡薬品のブランドイメージを強調する意図でありましたが、笹岡薬品通販が

「命の母」を直接販売している誤解を招く恐れがあることから当該表記を削除いたしました。 

 

        【訂正前】                【訂正後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 



事業の継続性・収益性に関する
改善に向けた取組みについて
事業の継続性・収益性に関する
改善に向けた取組みについて

2026年2月24日

株式会社ウイルコホールディングス
証券コード: 7831

1

通期業績予想サマリー 2025年12月12日付 決算短信で公表
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FY2026

連結売上高 95 億円 +10 億円 +12％ 営業の活性化と、前年度7月に買収したウエーブ社の売上が通期で寄与

連結営業利益 1.5 億円 +7.7 億円 － 売上増加、製造原価低減、不採算事業と拠点の統廃合により、利益回復を見込む

経常利益 1.4 億円 +7.9 億円 ー

当期純利益 0.98 億円 +10.5 億円 ー

前期比



業績回復に向けた基本方針

情報・印刷事業（ウイル・コーポレーション、ウエーブ）の営業黒字化の達成と、

グループポートフォリオの見直しによる不採算事業（知育・通信販売）に対する迅速な

意思決定を断行し、前期の赤字構造から脱却し、連結営業黒字を達成する。

3

業績回復に向けた重点施策
① 生産・オペレーション効率の改善

・ 設備稼働率アップ ・・・・・・・・・・・・・・ ウイル・コーポレーションおよびウエーブの設備の有効利用による両社の設備稼働率および
（外注加工費の削減) 内製化率の向上

・ 自動化設備の導入 ・・・・・・・・・・・・・ ウエーブ社が開発・製造するFA機器(省力化)のウイル・コーポレーション導入による人件費削減

➁ 事業ポートフォリオの最適化
・ 不採算事業の見直し ・・・・・・・・・・・・ 撤退基準の明確化と毎月のモニタリングによる迅速な意思決定
・ 製造拠点の統廃合 ・・・・・・・・・・・・ 拠点集約による稼働率向上と固定費削減

③ ウエーブ社PMI成功とグループシナジーの創出
・ウエーブ社の通期での業績寄与・・・・・ 昨年7月取得のウエーブ社に対するPMIの推進と固定費削減による通期での業績寄与
・グループシナジー活用・・・・・・・・・・・・・ ネット印刷の先駆け企業としてのウエーブ社のノウハウをグループ内で活用

④ M&A・投資機会の獲得と活用
・早期業績寄与に資する案件探索・・・・ 事業譲受や資本提携等の機会を今期以降の成⾧ドライバーとして活用

⑤ AI積極活用による競争力強化
・クリエイティブ開発部門の活動促進・・・・・ 石川・東京・大阪に20名在籍。顧客の構想段階に伴走するデザイン・イン活動に貢献
・安値競争を回避・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 受注・失注要因等の分析による最適価格の活用(ダイナミックプライシング) 4



連結営業利益の回復プロセス

2025年
10月期

+80
+50

+213

+229

+202

△624

150

(百万円)

2026年
10月期

売上拡大効果

原価改善の努力
・材料費 40
・外注加工費 30
・保守費用 10

減価償却費
削減

不採算事業の
統廃合

ウエーブ社の
通期業績寄与効果

生産・オペレーション改善 事業ポートフォリオの
最適化(選択と集中)

PMI成功とグループ
シナジーの最大活用

前期からの拠点・設備の統廃合を加速し、不採算事業からの撤退を進めるとともに、ウエーブ社PMIによる固定費削減とグループシナジーを活用し

情報・印刷事業の黒字化を達成する。また、クリエイティブ開発部門における生成AI活用とM&Aによる新たな成⾧機会の創出を推進する。

PMI: Post Merger Integration
企業買収後に組織や業務を統合し、
経営効率を高め、コスト削減や収益力
向上を実現する取り組み
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セグメント利益の増減
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売上高

情報・印刷 205 百万円 +686 百万円 －

●生産・オペレーション改善
　　　　原価改善（材料費・外注加工費・保守費用）
●事業ポートフォリオの最適化(選択と集中)
　　　　不採算事業・拠点の統廃合
●ウエーブ社PMI成功とグループシナジーの最大活用

知育 △30 百万円 +94 百万円 －
●全国2万の幼稚園・保育園向け代理店網を活用した新規商材の投入
●撤退基準に基づく不採算事業からの撤退を視野にいれる

通信販売 △25 百万円 △5 百万円 －
●高付加価値商材への集中と事業提携機会の探索
●撤退基準に基づく不採算事業からの撤退を視野にいれる

具体的な施策
セグメント利益

2026年10月期
前期比



ご参考 (当社グループについて）

会社概要

滋賀工場

会社名 株式会社ウイルコホールディングス (7831)

主力事業
持株会社としてのグループ戦略立案および
グループ事業会社の統括管理

所在地 (本社) 石川県白山市福留町370番地

設立 1979年5月

資本金 1億円

主要子会社

株式会社ウイル・コーポレーション
株式会社ウエーブ
鈴木出版株式会社
笹岡薬品通販株式会社

連結社員数 474名　（2026年1月1日現在）
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企業理念とグループ体制
企業理念

社
員
の
成
⾧
と
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会
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発
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と
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顧
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栄
と
信
頼

安心品質を。

グループ体制

企業ガバナンス・コンプライアンス

ウイルコホールディングス
(持株会社)

グループ会社の投資管理および
経営管理

ウイル・コーポレーション

情報・印刷事業の中核会社
他社にない独自商品
ワンストップ生産と
マーケティング支援

笹岡薬品通販ウエーブ

2025年7月に取得
ネット印刷特化
他社に先駆けて

ネット印刷を事業化

鈴木出版

幼児向け
絵本出版の老舗

全国2万の
幼稚園向け販路
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化粧品・健康食品
の通信販売

発想 x 技術 x 設備 で進化する 「All in One Marketing Company」

ウイルコの強み

ラベルの剥離紙(台紙)を無くし、紙ゴミ
を約91％削減し、導入から廃棄まで
のトータル費用を削減。全国の自治体
で活用いただいています。

脱プラスチックを先取りして開発した
クリアファイルです。紙製なので書き込
みやリサイクルが可能です。

接着剤なしで、安全に楽しく組立OK!
顧客体験を深める特別ツールです。
販促品やイベント盛り上げに最適です。

開くと飛び出す仕掛けで印象に残る!
顧客体験を深める特別ツールです。
航空会社や観光案内、DM等に最適。

従来は分業されていた印刷・加工・製
本の工程をインラインで完結により、納
期短縮と中間コスト削減を実現。
DM(ダイレクトメール)封入と発送代
行まで対応。

糊づけ、抜き、ミシン掛けなどの複雑な
工程をインラインで完結。高品質な製品
を短期間で市場へ投入可能です。小回
りの利く職人技が活かされています。

複雑な加工も
スピーディーに対応

企画・印刷・加工・発送までを
一気通貫で完結する「ワンストップ生産」

ユーザー属性に合わせて内容を差替え
るバリアブル印刷により One to One
マーケティングを協力にサポート。

小ロット生産に対応し余剰在庫のリス
クを削減。国内に数台のみのデジタル
印刷ソリューションで高品質なフルカ
ラー印刷を低コストで実現します。

ゴミ(はくり紙)を出さない
特殊シール

紙なのに半透明でコシがある
プラゼロファイル
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当資料に掲載されている記述は、2025年12月12日付で当社が公表した決算短信に記載された、2026年10月期の連結業績予想

を策定したときの状況に基づくものです。

従って、予期せぬ事象の発生および経営環境の変化（世界経済情勢、事業構造、競争状態、技術動向、公的規制等によるものを含

みます。）等の要因によって、実際の結果がこれらの将来予測に関する記述と異なる結果となる可能性があることをご了承ください。

なお、本資料では千円単位で管理している原数値を百万円単位で表示している場合があり、合計額、差額等が不正確な場合があります。

将来予想に関する記述
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